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オーネックスグループ
　
　 【熱処理加工事業】
　　 （株）オーネックス

　 【運送事業】

　　 （株）オーネックスライン

　 【情報処理事業】

　　 （株）オーネックスエンジニアリング
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17年6月期連結決算のポイント

　１．３期連続の増収　１．３期連続の増収
　　　　　　自動車、産業機械、工作機械、建設機械関連など自動車、産業機械、工作機械、建設機械関連など

ほぼすべての業種向けの熱処理受注が好調に推移ほぼすべての業種向けの熱処理受注が好調に推移

　２．４期連続の増益　２．４期連続の増益
　熱処理生産性の向上及び原価低減努力が奏効し、　熱処理生産性の向上及び原価低減努力が奏効し、

　　　　　　営業利益率が大幅に改善営業利益率が大幅に改善 10.4%     10.4%     14.7%(+4.3%)14.7%(+4.3%)

　３．特別損益　３．特別損益
　　持分法による投資利益等　　＋　　持分法による投資利益等　　＋5353百万円百万円

ポイントポイント
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17年6月期連結業績

16年6月期 17年6月期 増　減 増減率

売 上 高 5,287 5,974 686 13.0%
売 上 総 利 益 1,711 2,070 359 21.0%

営 業 利 益 550 880 329 59.9%

営 業 利 益 率 10.4% 14.7% 4.3% 41.3%

経 常 利 益 536 885 349 65.1%

当 期 純 利 益 272 528 256 94.3%

（百万円）
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連結貸借対照表
（百万円）

16年
6月末

17年
6月末

増 減
16年
6月末

17年
6月末

増 減

流 動 資 産 3,390 3,716 325 負　　 　債 5,600 5,196 △ 404
現 預 金 946 1,033 86 流 動 負 債 2,703 2,888 184
売 掛 債 権 2,000 2,229 229 固 定 負 債 2,896 2,308 △ 588
棚 卸 資 産 105 108 2 資 　　　本 2,130 2,632 501
そ の 他 339 346 7 資 本 金 878 878 0

固 定 資 産 4,341 4,112 △ 228 資 本 剰 余 金 713 713 0
有 形 固 定 資 産 3,393 3,513 119 利 益 剰 余 金 510 1,009 499
無 形 固 定 資 産 25 30 5
投資その他の資産 922 569 △ 353

自 己 株 式 △ 9 △ 14 △ 5
7,731 7,829 97 7,731 7,829 97

645

負債・資本合計資産合計

そ の 他 有 価 証
券 評 価 差 額 金

38
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セグメント別業績推移
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設備投資推移
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第54期熱処理業種別売上シェアー

建機
11.2%

自動車
45.4%

産工機
32.3%

その他
9.1%

電機
2.0%



11

第54期熱処理加工種別売上シェアー

窒化熱処理
7.6%
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19%

高周波
7.8%

その他
11.2%

浸炭熱処理
54.5%
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18年6月期連結業績予想のポイント

　１．売上高
　　　景気は回復局面にあり、当面現在の受注環境が続くもの
　　　と考えられるが、米国、中国の景気及び原油価格の動向
　　　など不安定要素もある。
　　　　　　　前期比 　　　　　　　+1.４％ の増収

　２．収益性の改善
　　　熱処理時間の短縮化などによる生産性向上、原価
　　　低減、経費削減を推進。

　　　【営業利益率】
　　　 （17/6期）14.7％　　　　 18/6期　15.5％ (+0.8%改善）
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18年6月期　連結業績予想

H17/6 売上比 H18/6 売上比 差異 増減率

売 上 高 5,974 100.0% 6,060 100.0% 86 1.4%

営 業 利 益 880 14.7% 940 15.5% 60 6.8%

経 常 利 益 885 14.8% 930 15.3% 45 5.1%
税 金 等 調 整 前
当 期 利 益

938 15.7% 910 15.0% △ 28 -3.0%

当 期 利 益 528 8.8% 530 8.7% 2 0.4%

((百万円）百万円）
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熱処理業界の動向
　　

　　１．熱処理ニーズの動向

　　　・上半期の自動車生産台数は６ヶ月連続で前年同月を上回
　　　　っており、自動車部品関連受注は当面安定的な推移を予想。

　　　・堅調な設備投資やBRICｓのインフラ整備などで建機及び
　　　　産業工作機械関連部品の受注も堅調と予想。
　　
　　２．部品メーカーの生産移転

　　　　中国など海外への生産移転の動きは続いているが、材料
　　　の品質、技術レベル、インフラ等の問題から、
　　　　　国内 ⇒ 主要部品、　海外 ⇒ 汎用品
　　　で当面棲み分け。
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　１．競争力の強化

　　・『熱処理専業・技術力・２４時間操業』という当社の強み

　　　を活かし、『高品質・短納期・低コスト』を更に推し進め

　　　競争力を強化。

　　・NBM（熱処理のアウトソーシング）等によるビジネスチャンス　
　の拡大。

　２．自動車部品メーカー等の海外移転

　　　熱処理技術力のキャッチアップや材質の向上など情勢の

　　　変化に機動的に対応できるよう、メーカーの動向及び中国、

　　　タイなどの情報収集・調査を継続。
　　

オーネックスの取組み
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環境事業売上実績

16年6月期 17年6月期 増減

売上高 15,449 19 ,988
+4,539

(+29.4%)

使用対象
○工場廃水(太陽電池ウェハー

切削・洗浄廃水)

１．売上は凝集剤アクアギア１．売上は凝集剤アクアギア--の販売。の販売。

２．『２．『水質浄化水質浄化 』　⇒　『』　⇒　『凝集剤凝集剤““アクア・ギアアクア・ギア””』』の品質向上、の品質向上、

　　販売促進に注力。　　販売促進に注力。

((千円）千円）



17

　　　　
　　　ご清聴いただきありがとうございました。　　　ご清聴いただきありがとうございました。

　　夢に向かってチャレンジを続けるオーネックスを　　夢に向かってチャレンジを続けるオーネックスを
　　引続きよろしくお願い申し上げます　　引続きよろしくお願い申し上げます。。

株式会社株式会社 オーネックスオーネックス

Listed Company　５９８７


